
整理番号 ５５-８-１５ 

 
現況分析における顕著な変化についての説明書（教育） 

 

法人名 京都大学 学部・研究科等名  経済学研究科 

 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

 

分析項目 ： Ⅱ「教育内容」 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

 

○顕著な変化のあった観点名 ： 学生や社会からの要請への対応 

 

経済学研究科では、学生や社会からの要請に応えて、平成 20年度以降、抜本的な改革を行った。 

第一に、経済学、経営学研究の発展と経済社会のグローバル化の進展により、従来の３専攻による

縦割り型のカリキュラムの限界が明らかとなった。大学院生からも、分野横断的な履修を希望する声

が高まったこともあり、平成 20 年度から３専攻を、経済学専攻に一本化した。同時に、より柔軟に履

修できるコース制を導入し、「近代経済学理論」「近代経済学応用」「社会経済学」「経済政策」「歴史・

思想史」「経営学・会計学」の６つのコースに分けた。同制度の導入に合わせて、コースごとに初年次

向けの基礎科目を導入するとともに、履修モデルを示すことにより、系統的履修を誘導するシステム

へと改善した。この基礎科目についても、ファカルティ･ディベロップメント委員会大学院教育改善ワ

ーキング・グループにおいて、授業アンケートを実施し、その結果をもとに改善策を講じている。同

ワーキング・グループの資料も、研究科ホームページに掲載している。 

第二に、グローバル化にともなう社会的要請に応え、2009 年度から、10 月入学の東アジア国際人

材開発コースを設置し、修士及び博士の学生を学年進行で受け入れている（2009 年 10 月に修士１回

生５名が入学）。このコースでは、英語ベースでの授業を行うとともに、教員と学生と共同のフィール

ドリサーチも実施している。 

第三に、大学院生の研究能力を高めることを目的に、研究成果を英語で学会誌や学会で投稿・発表

する力量を養成するための「アカデミック・イングリッシュ・コース」を開設した。英語を母国語と

する講師による講座であり、学生からの要望も強かったことから、受講生は 31名にのぼり、内容も好

評であった。 

以上から、顕著な変化があることは明らかであり、「期待される水準を上回る」と変えうるもので

あると判断する。 



整理番号 ５５-８-１６ 

 
現況分析における顕著な変化についての説明書（教育） 

 

法人名 京都大学 学部・研究科等名  経済学研究科 

 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

 

分析項目 ： Ⅳ「学業の成果」 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

 

○顕著な変化のあった観点名 ： 学業の成果に関する学生の評価 

 

 平成 21年度に、京都大学経済学研究科の博士後期課程を修了した直近の卒業生 19人に、アンケー

トを実施した（概要は、研究科ホームページで公開）。その結果、「学業の成果に関する学生の評価」

が、「期待される水準にある」ことが明らかとなった。理由は、下記のとおりである。 

 第一に、経済学研究科の４つの教育理念（論理的合理的な思考力の習得、自ら問題を発見し解決し

うる能力の習得、個性と独創力の習得、卓越した知を継承しうる創造的融合能力の習得）ごとに、自

己採点を求めたところ、いずれの教育理念についても、「大変良い」、「良い」、「及第レベルである」と

答えた比率の合計が、100％となった（表１）。 

 第二に、上記の４つの理念が、経済学研究科のカリキュラムや教育において、どの程度達成されて

いるかを尋ねたところ、いずれの教育理念についても、「大変良い」と「良い」の合計が８割以上を占

めており、高く評価していることが確認できた（表２）。また、指導教員・副指導教員による指導につ

いての満足度も、「非常に満足した」と「満足した」の合計が約８割に達し、高い評価を得た（表３）。 

 第三に、経済学研究科での研究生活について全体としての評価は、「非常に満足した」（32％）と「満

足した」（42％）と合わせると、４分の３近くに達し、満足度は比較的高いといえる（表４）。 

 以上の評価結果を勘案し、「期待される水準にある」と変えうるものであると判断する。 

 
表1　　経済学研究科の4つの基本理念別にみた自己採点結果 単位：％
基本理念 大変良い 良い 及第点レベルである悪い 大変悪い 合計
論理的合理的思考力 21 53 26 0 0 100
自ら問題を発見し解決しうる能力 32 47 21 0 0 100
個性と独創力 31 53 16 0 0 100
卓越した知を継承しうる創造的融合能力 26 32 42 0 0 100  

 
表2　　経済学研究科の教育カリキュラムに対する評価（4つの基本理念別） 単位：％
基本理念 大変良い 良い どちらともいえない 悪い 大変悪い 合計
論理的合理的思考力 27 63 5 0 5 100
自ら問題を発見し解決しうる能力 21 63 16 0 0 100
個性と独創力 32 58 10 0 0 100
卓越した知を継承しうる創造的融合能力 21 58 21 0 0 100  

 
表3 　指導教員への満足度 単位：％
非常に満足した 満足した どちらでもない 不満があった 非常に不満があった合計

53 26 11 10 0 100  
 

表4 　経済学研究科博士課程での研究生活の満足度 単位：％
非常に満足した 満足した どちらでもない 不満があった 非常に不満があった合計

32 42 16 10 0 100  
 


